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4.シ ベ リア・極東の前期旧石器

一その概観 と問題点―

梶 原 洋

(1)発 見 の 歴 史

V.E.ラ リチェフによればシベリアの旧石器研究は人類の北方起源の仮説を実証するために

開始され、1871年 にはA.L.チ ェカノフスキー,I.D。 チェルスキーによって陸軍病院遺跡が発

見された。ここでは両面加工の石器、チョパー、骨角器等の遺物がマンモス、トナカイ、ウマ、

ヤギュウなどの動物遺存体と共存していた。1885年 には I.T.サベンコフがアフォントヴァ山で

『ムスチエ』タイプの旧石器を発見し、新たな研究の幕が開けられた。1928年 にはM.M.ゲラ

シモフにより、アンガラ河沿岸でマリタ遺跡が発見され、それ以降1958年 まで断続的に調査が

行われた (Lan ch∝ 1969)。

これらの後期旧石器時代の追跡に対し、1954年 に、S.I.ルデンコにより発見されたアルタイ

のウスチ・カン洞窟はシベリアで最初の前期旧石器 (ムステリアン)に属する遺跡である

(Rudenk0 1960兆 1961年 には A.P.ォ クラドニコフによリアルタイでウラリンカ遺跡、アムー

ル河でフィリモシュキ遺跡が発見された。これらの遺跡ではチョパー、チョピング・トゥールなど

の礫石器が主体で、モヴィウスの仮説に基づく説明がなされている (Derewank。 1983)。

1966年 には洞窟学の愛好者により、アルタイ地方でストラシュナヤ洞窟が発見され、A.P.ォク

ラドニコフ、N.D。 オボドフらの調査により、再びムステリアンの石器群が確認された (Okl―

adnik∝ et.a1 1973)。 1969年 にはブラーツク・ダム建設後アンガラ川の高位段丘上で遺跡の調

査を開始した G.I。 メドヴェージェフがタラハイ、イゲチェイなどの遺跡群を発見し、以後継続

的に調査を実施している (M edved∝ 1983)。 1974年 にはZ.A.アブラモワがエニセイ河上流

域のハカシヤでムステリアンの洞窟遺跡を発見し、現在も調査を継続している (Abramova 19

81,85)。 1977年からはA.P.ォ クラドニコフ,N.D。 ォボドフらにより、アルタイのデニソバヤ

洞窟の調査が実施され、層位的にムステリアンの遺物が出土している。同年にはアムー

"丁
下流

のボゴロツコエ遺跡でアシューリアン・タイプのハンド・アックスが発見されている (Oklad―

�koT/1979)。 1982年 には Y.A.モチャノフがレナ河の105mの段丘上で石英岩製のチョパー、
i■ 1

など礫石器を発見した。 彼は東アフリカの前期旧石器にも匹敵する150万年前という年代を推

定しており、その年代の古さと石器の認定に関して議論が起こっている。

この様に近年西シベリア・東シベリアでは前期旧石器 (ムステリアン)の遺跡調査が進みつつ

あるが、極東ではクマラなど礫石器中心の遺跡を除いて、調査はほとんど実施されていない。

ここでは資料が増加するにつれて複雑な様相を示し初めている前期旧石器文化について、シベ



リアとその周辺地域について概観すると共にその問題点についても触れたい。ソヴィエ トでは

旧石器時代の区分が日本と同じように3万年前よりも古い時代を前期旧石器時代と呼んでおり

ョーロッパの前期旧石器、中期旧石器を含んでいる。中期旧石器をまたムスチテリアンと呼ぶ

研究者もある (B on skttsk�  Ed。 1984)。

12)極東の前期旧石器の諸様相

① 礫石器を伴う石器群

現在、シベリア最古の石器群と考えられるのは、アルタイのウラリンカ遺跡とレナ河中流の

ディリング・ユリャフ遺跡、アムール河中流のクマラ違跡、フィリモシュキ遺跡、ウスチ・トゥ遺

跡などがあげられる。

ウラリンカ遺跡はウラリンカ川床から16mの段丘上にあり、前期旧石器は珪岩礫混じりの砂質

粘土層である第 8層 から出土している。組成はスクレブロ、チョパー、チョピング・トゥール、剣

片と作業面に対して斜めの打面を持つ石核である(図75-13～ 17)(Oma� ikov 1972)。 年代に

ついては地質学的所見から中部更新世後半や上部更新世初期におく説 (TsStlin 1979)、 古地

磁気測定により30万年前よりは古いとする説 (Pospelova et.』 1980)、 熱ルミネセンス法に

よる150万年前と考える説 (Shlyukov 1983)な ど多様である。

ヤクーツクの南、レナ川の上流 140kmに あるディリング・ユリャフ遺跡は105m段丘上にあり、

鮮新世の層を基盤とした砂層から(注 2)チ ョパ_、 チョピング・トゥールを主体とした石器群が発

見されている。石器の技術型式学的特徴からアフリカのオルドワン石器群に対比され、 100～

250万年前と推定されている。

1957年 にシャウクーノフにより発見されたクマラIではアムール河の10-15“ を構成する礫層

中から石器が出土している。1961年 に発見されたフィリモシュキ追跡、69年に発見されたウスチ。

トゥ遺跡はいずれもアムール川の支流ゼヤ川に面した段丘の砂礫層中から石器が発見されている。

これらの石器群はいずれも礫を素材としたチョパー、チョピング、石核、スクレブロなどからな

り、ウスチ・トゥを除いて無」片は発見されていない(図75-48～ 50)(D erewanko 1983)。

A.P,オ クラドニコフ、A.P,デレビャンコらは石器群の特徴を同口店第1地点の石器群 I載寸比

して、リス氷期に人類がアムール川流域に移住した結果と考えた (OmadnikOv 1968、 Dere■/―

yanko前掲 1983)。 これに対して、地質学者の S.M.ツェイトリンはフィリモシュキの礫層の

花粉分析の結果や、包合層が再堆積であることなどから、古くてもヴュルムⅡ―Ⅱの亜間氷期

(カ ルギンスキー間氷期 )であるとする見解を示した (Tsd tlin前掲 )。

中央アジア南西タジキスタンのカラタウI遺跡ではチョパーなど礫石器と共にスクレイパーな

どの最」片石器が共伴し、石核はチョパー状を呈する(図75-67～ 69)。 年代は前後の層の熱ル

ミネセンス法により、約20万年前とされる (Lazarerlko&Ranov 1977)。
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ラフティI遺跡ではチョパーなど礫石器と崇U片石器が共伴し、石核には円盤形、ルバロワ型、

シリンダー形など多様な種類がある(図75-64～ 66)。 年代的にはカラタウIよ りやや新 しいと

考えられている (Abramova 1984)。

モンゴリアでは南部のサイン・シャンド付近や西部のフルド地区、コブド地区などで礫石器群

(図75-59,60)を 伴う遺跡が発見されているが、いずれも表面からの採集資料であるため、

年代の確定はできない (Okladrlik∝ 1983a.86,Vasilievstti et.』 1985)。

② 両面加工石器を伴う石器群

アムール河右岸、ボゴロツコェ村の18～20m段丘の裾から表採された黒色大山岩製の両面加

工石器(図75-47)は 、オクラドニコフによればF.ボルドの心臓形のハンド・アックスに分類さ

れる。段丘の年代は中期更新世とされる (Omadnikov前 掲 1979)。 将来、発掘調査が実施され

れば朝鮮半島との地理的近さから、全谷里遺跡との関連が問題となってこよう。

シベリアに近い南ウラルのムィソバヤ遺跡は、A.E.マ チューヒンにより調査され、 シベリア
ヘの移住に関連するとして重要視されている。下層からはハンド・アックスとともにチョパー、

チョピング・トゥールが発見されており、前者はカフカズと後者は中央アジア、中近東のものに

類似するとされている (Matyuhin 1979)。

ムィソバャ遺跡に関連すると考えられるカフカズのクダロI、 Ⅲ、ツォンスカヤ、アズィフスカ

ヤなどの洞窟追跡は、 ミンデル・リス間氷期に属するとされ、いずれも両面加工のハンド・アッ

クスを伴う(Lyubin 1984)。 またヨーロッパ・ロシアにはアシューリアンに属する遺跡があり、

アムブロシェフカ、マケーフカなどから、両面加工のハンド・アックスが発見されている (Pra―

s10■/1984)。 マチューヒンの主張するようにウラル山脈を越えた、両面加工石器を持つ石器群

の伝汎も考慮する必要がある。

中央アジアではカザフスタンのサルィ・アルク遺跡にハンド・アックスがあり、同時にルバロワ

技法の発達が見られる (Abramova前掲 1984D。

モンゴリアでは、サイン・シャンド市近くのヤルフ遺跡、マンダル・ゴビ市近くのドゥノ。ゴビ

遺跡などが両面加工石器が表採されている(図75-56～ 58)。 これらの遺跡は、いずれも、近く

に原石の露頭があり、石器群の内容に影響を与えている疑いがある (Okladnikov前掲 1983a,

86)。 また上述の遺跡の多くが発掘資料ではなく採集品である点も注意を要する。

③ ルバロワ技法を伴う石器群

F.ボルドはルバロワ技法を製作者が目的とするまJ片 を作るために「石核の表面 (作業面筆者

注)を慎重に調整して象」片の形状をあらかじめ決定する」技法と定義している (B ordes 1961,

68)。 象」片用ルバロワ石核、原ルバロワ象」片用石核、ポイント用ルバロワ石核、石刃用ルバロ

ワ石核 (石核調整の系J離痕が石核の軸に対して平行するもの )に分けられているが、打面調整、
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作業面調整を持つ広い範囲の石核が含まれることになる。

これに対して、オクラドニコフとワシリェフスキーは作業面に対して (90度以下の)角度の

調整された打面を持ち、作業面がほぼ平坦で反対の面が脹らむ石核をルバロワ型と呼び、ボル

ドとは異なった定義で分類している (Vasilievskii 1983)。 シベリア特に極東ではこれらのル

バロワ型の石核は、前期旧石器の伝統を受継いで後期旧石器の後半まで存続したと考えられて

いる (Vadlievskii 前掲 1983)が、この説についてはC.S,チャードが極東での地域的発展で

あり本来のルバロヮ石核とは異なると批判した (Chard 1974)。 このように定義のあいまいな

ルバロワ技法を伴う石器群だが、オクラドニコフらの定義に従えば中期旧石器から後期旧石器

の初頭にかけて、シベリア各地の追跡で主体的な石器群として展開する。

アルタイ地方ではムステリアンに属する遺跡が多く発見されている。S.I.ルデーンコが1954

年に発見し調査した、ウチス・カン洞窟 (RudenkO前掲 1960)は ルバロヮ技法が特徴的でアニ

シュトキン、アスタホフによればルバロヮ指数は30。 7%である。石核にはルバロワ型、円盤形、

多面体石核、類プリズム形がある。石器の素材にはルバロワ象」片、素J片と共に石刃も多く、石

器にはルバロワ尖頭器、サイド・スクレイパー、ノッチ、鋸歯縁石器の他に両面加工石器もある。

またビュアリンやエンド・スクレイパーなど後期旧石器的特徴を持つものも多い (図 75-8～ 12)。

両面加工の柳葉形尖頭器が発見されているが、アニシュートキンらは、混入と理解している

(A� syutttn 1970)。 エニセイ河流域の後期旧石器のココレヴォI遺跡などはこの系統とされ

る。年代的にはズィリャンカ氷期とする説と、より新しく、カルギンスキー亜間氷期に比定する

説とがある (Tseitlin前 掲 1979)。 イナ川の中流にあるストラシュナヤ洞窟の包含層は水で洗

われている疑いがあり、遺物は深さ1.2m～6.2mの間に広がって出土する。ルバロワ型石核 (図

75-7)円盤形石核、石刃製石器と尖頭器が特徴的である。この他にサイド・スクレイパー、鋸

歯縁石器、チョピング・トゥールがあり、オクラドニコフは単一の石器群と理解している (Okladni

kov et.al前掲 1973)。 ゴルノ・アルタイ地方のカラ。ボム遺跡は、セミサルトナ||に面した段丘上

にある。発掘調査により15,000点 もの遺物が出土している。 150点の石核のうち大部分はルバロ

ワ型の石刃核である。石器の素材は石刃が多く、中には10cm以上のものもある。鋸歯縁石器、

側辺を加工したスクレイパー、ナイフ形石器に似た尖頭器、ビュアリン、大形の両面加工尖頭器

も出土している(図75-3～ 6)。 全体的にウステ・カン洞窟の石器群に類似し、年代的には3～

4万 年前と考えられる(OkladrlikO■/1983)。 ムステリアンに大形の石刃が伴う例はアフリカの中

期旧石器にもあり、後期旧石器的様相が実際には古く遡る可能性が指摘されている (」 .D.C―

lark 1983)。 この他アルタイ地方には、ウスチ・カンの耳ヒ方60kmのデニソヴァ洞窟 (Oklahik―

ov et.al 1979)、 ゴルノ・アルタイ自治区のチュメチンI、 Ⅱ追跡がある。デニソヴァ・チュメ

チンIは ルバロワ技法が特徴的だが、チュメンⅡではルバロヮ技法がなく、石核も円盤形、木口
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形などである。石刃が少なく、鋸歯縁石器が多い。シュニコフはこの石器群はウスチ・カン遺

跡などとは異なった伝統をもち、年代的にやや古いと理解している (S hnikov 1983)。

エニセイ河上流域のハカシヤ地区にあるドブグラスカ岩蔭は東シベリアで最初のムステリア

ン遺跡である。1974年 に発見され、現在まで調査が継続されている。 4層 は後期旧石器時代に

属し、細石刃の破片、尖頭器などが出土している。 5～ 7層の石器は玄武岩が主で、フリント、

石英岩、頁岩、石灰岩などを素材とし、ルバロワ石核、円盤状石核、ルバロワ尖頭器、鋸歯縁

石器、サイド・スクレイパーなどから成り(図75-18～ 19)、 前期旧石器 (ムステリアン)に属する。

動物相はロバ、ウマが多く、シカ、有毛サイなどが見られ、マンモス、 トナカイは希で、温暖、

乾燥の環境を示している (Abramo耽 前掲 1981,85兆

アンガラ川流域の前期旧石器はメドヴェジェフにより2段階設定されている (M ed■/edev 1983兆

第 1段階 右岸の 3地区に合計33か所発見されている。遺跡のある段丘は川から100～ 150m

高さにあり、レナ・アンガラ平原に連なる。風蝕や耕作などにより露出した遺跡が多く未だ確

実な調査例はない。主な遺物としては、円盤状で求心的によ」離された石核 (メ ドヴェージェフは

ルバロワもしくはプロト・ルバロワとしている)、 扇状に剥離された石核、平行な剣離痕をもつ

石核、スクレブロ、チョパー、尖頭器 (図75-24～26)な どで、アシューリアン的特徴を持つとさ

れる。メドヴェージェフによればこれらの石器群は、両面加工で求心的な象J離痕を持つ石核を多

く含むオロンスキー類型とチョパーが多く前者に普遍的な石核を持たないタラ
ハイスキー類型

に分けられる。メドヴェージェフは年代を約16～ 20万年前に置いているが、ツェイトリンは、現

在のデータではズィリャンスキー氷期 (ヴュルムI約 5～ 10万年前)以前であるとした (Tsei―

tlin前掲 1979)。

第 2段階 アンガラ川の他 イダ,II、 オサ川、レナ河の15～ 50mの段丘上の遺跡で、単設で扇状

もしくは平行な象J離痕を持つ石核、石刃製のスクレイパー、尖頭器などからなり5万年前と推

定される。マカロヴォⅣ遺跡に代表される。

サバイカリエから極東にはムステリアンに属する遺跡が少ない。南サハリンのアド・トィモノヴ

ォ遺跡はトィミ川の右岸にあり、表採の石器は第 2も しくは 3段丘に由来すると考えられる

(Golubev 1983)。 石核は円盤状だがゴールビェフによればルバロワ石核の特徴を持つ。石器

にはスクレブロ状石器とされる両面加工石器、石錐、礫石器などがある (図75-44～ 46)。

ゼヤ川のタムボフカ遺跡では、円盤状で両面に平行な祭J離痕をもつルバロワ型の石核が発見さ

れているが (図75-42)、 オンノフカ遺跡と同様後期旧石器初期とされている。しかし同時に発

見された両面加工石器 (図75-43)を後期アシューリアンとする説もある (D erevyanko前掲

1983)。

ソヴィエト中央アジアのムステリアン石器群は礫石器を伴うカラタウI遺跡やラフティI遺跡と



は6万年もの大きな隔たりがある。ラーノフにより①ルバロワ (単打面・多打面石核、石刃 ;

オビ・ラフマットなど)②ルバロワ・ムステリアン(円盤状石核、打面を持つ石核、石刃多;カ

イラク・クムなど)③典型的ムステリアン (西ヨーロッパの古典的ムステリアンに似る、定形

的石器多,テシク・タシュなど)④ ソアン系統のムステリアン(チ ョパーなど礫石器にムステリ

アン・ポイント、スクレイパーなどがイ半う;カ ラブラなど)の 4群に分けられている(Ranov駐

Davis 1979)。 石核や石器の形態、既に石刃を伴う点などにシベリアのムステリアンとの共通

点がある。

(3)前期旧石器か ら後期旧石器ヘ

近年シベリア各地でB.P.3万年前後の遺跡が発見され始めている。アルタイのマーラヤ・

スィヤ追跡 (約 3万 4千年前、図75-1, 2)(Murat∝ &Ovodov 1982)、 アンガラ流域のウ

スチ・コヴァ遺跡下層 (約 3万年前)(Abranova 1984b)、 レナ川上流域のマカロヴォⅢ oⅣ

遺跡 (図 75-21～ 23)(Aksen∝ &Shnik∝ 1982)、 サバイカリエのワルワリナ山遺跡 (約 3万

5千年前、図75-32～ 34)、 トルバーガ遺跡 (約 3万 5千年前、図75-30,31)(Okladnikov&

Kirillcl■/1980)、 モンゴリアのモイルティン・アム遺跡 (図 75-51～ 55)(Okladnik∝ 1981)な

どではルバロワ型石核、円盤形石核などに、石刃やそれを素材にした石器が伴うという特徴を

持ち、アルタイやエニセイのムステリアンの石器群に共通する。極東では多面体石核、円盤形石

核、石刃状剰片などが伴うオシノフカ遺肋 (図75-39～ 41)、 ルバロワ型石核を伴うクマラⅡ遺

跡、大形の独特のrll片 を伴う地理学協会洞窟 (図75-38)な どは、いずれも約 3万年前と考えら

れている (Derewanko前 掲 1983)。

(4)モ ヴィウスの二系統論と石器伝統の意味

モヴィウスによる前期旧石器二系統論では東アジアの地域は概ねチョパー・チョピングトゥー

ル文化圏に入れられ、アシューリアン系統の石器群はほとんどないとされていた(Mo� us 1948兆

しかし韓国の全谷里遺跡で、ハンド・アックス、クリーバーが発見されたことにより、これまで

の見解の見直しが必要とされてきた (第Ⅳ章 3節朝鮮半島の前期旧石器が照 )。

チョパー・チョピングトゥール文化圏を提唱したモヴィウスの見解については全谷里発見以前

からV.E.ラ リチェフが両面加工技術の伝統を東アジア特に中国の前期旧石器の中に求める仮

説を発表していたし (Lanchev 1977、 第Ⅳ章 2節中国の前期 。中期旧石器時代か照 )、 オクラ

ドニコフもモンゴリアの前期旧石器にアシューリアンに似た両面加工石器が有ることを指摘し、

また朝鮮半島に近いアムール河下流域でもハンド・アックス類似の資料を発表している (Ok―

ladnikov前掲 1979)。  一方モヴィウス自身も1978年の論文で以前の自分の型式学が本来適用

したビルマやジャワから遠く離れた地域でも適用されたばかりでなく、不十分であると認めて

『石器の型式が単に素材に固有の実際的な性質を反映するだけなら、より精密な型式学は実質



的に役にたたなくなるだろうことは明らかである』として、前期旧石器における型式学に悲観

的な見通しを述べている (Mo■/1us 1978)。 このような問題の説明のためには石器群の全てを

人間の意志と伝統の産物とするのでなく、石材などの自然環境に制御されている部分と人間に

よる文化的な選択との複合的な産物として理解し、それら二つの要因を区別する視点と方法が

今後の課題となろう。

(5)ま と め

① 編年的に礫石器群が最も古く、その後大きな時間差をもってヨーロッパの中期旧石器に

相当する「ルバロワ技法」をもつ石器群が出現する。オクラドニコフによればアシューリアン

に比定される極東、モンゴリアの両面加工石器を伴う石器群は、ヨーロッパや中近東から中央

アジアを通じて移住し、礫石器を持った集団とモザイク状に混住したと考えられる(Okladnikov

1982)。 しかし表採の追跡は正式の発掘調査により石器群の全体像を明らかにする必要がある。

② 礫石器を伴うウラリンカ、クマラ、フィリモシュキなどは推定あるいは測定された年代がば

らばらで大きな開きがある。さらに極東の一群では礫核石器が大部分で、剣片、砕片が殆ど無

く、石器組成に偏りがある。

③ いわゆる「ルバロワ技法」は F.ボルドの定義と異なって使われている。 アルタイ、エ

ニセイの前期旧石器に伴う一群は中央アジア、ヨーロッパ・ロシァとの関連を推定できるが、

極東とモンゴリアは今後の発掘調査の成果を待って論じる必要がある。「ルバロワ技法」も現

在の時点では円盤形の石核、多面体石核のバリエーションの一つとして理解すべきであろう。

④ 文化の系統の問題として日本の石器群と直接対比することは極東の調査例が殆どなく、

日本の石器群の全体像が把握できない今の段階では時期尚早である。

⑤ また最近 G.ア イザック (I saac 1984)、 N.ト ス (Toth 1985)ら が主張するように従来

オルドワン石器群の代表的な石器として取り上げられてきた、礫核石器 (チ ョパー、チョピング、

スフェロイドなど)偏重をあらため、副産物的に把えられてきた剣片石器も含めた石器群全体

を研究の対象にする必要がある。

(本文は、考古学ジャーナル1986,hlc270所収の拙稿に加筆・修正したものである)

Fig.75(ALTA1 1,2 Malaya― siya,3～ 6Kara― BOm.7Strashnaya cave.8-12UstiKan cave.

(R174)賀卜17 Ularinka)(ENISEI BASIN 18～ 20 Dvgrazk cave)(ANGARA BASIN 21,22 1ge―

teiskii LOg.23 Makarovo.24～ 26 Tarakhai et,al)(ZABAIKAL'E27～ 29 Sohachn0 4.

30,31 Tolbaga。 32～34 Mt,Valvarina)(LENA&ALDAN BASIN 35～37 EdiantSy)

(AMUR BASIN&MARITIME REGION 39～ 4生 O sinovka.42,43 Tambovka.44～ 46

Ado― TymonOvo.47 VogorOtskoe.48Ust'Tu.49 Kumara生 .50 Filimoshk i)(MONGOLIA

51～ 55 Moiltyn― Am.56～ 57 Dno― Gobi.58 Yarkh.59,60 Sain― Shand)(SOVIET CENTR―

AL ASIA 6生 ～63 Teshk― Tash.64～ 66 Lakhuti,67～ 69 Karatau)
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表27 シベ リア周辺地域の主な前期旧石器遺跡編年表 ○礫器を主体とする石器群 ロルバロワ技法を伴う石器群
Table 27 Chronobgy of maior Lower paleolithic  

全騒昭鴇モ再看落急建
う石器群×その他の剣片石器群

sites in Siberia and Far East

詰 ミ
タ
　
ベ

ア

西
エニtイ 河流域

'ラ '"ん
域

'レ

ダンサ イ花域 村 中 央 ア ン デ

1:

菩L

更

新

L

，
ュ
ル
ム
氷
期
　
　
　
　
一リス
州
沸
刻

コストランュナヤ

告ウステル

(彗稀ケ科々t斎

きカライム

☆ア7ォントバ山□ 好クルラ
コイゲ,■ イスキー

]マカロ

'■

皿

コマカロヴォIV

コ高位段丘
違跡群

☆ノハチノ4 ☆‐シ、シノイ
☆ウスチ ミリ

×地里1汗協会 l・ 穴

合ルホフカ
0フィ
'モ

シュキ?

合アドHモノウ″

ロモイルティン ア/

ロテンク タ

中

部

更

新

世

リ
ス
氷
期

△ウォブロノコエ?

Oウ ステ トウ?
Oクマラ|?

△トゥノ すピ
△ヤルフ? DラフティI

コ

ド

部

更

新

世

郷̈潮ル一獣剃デル一欄ユン氷剃〃一勢ナ輝，生醐ナュ水嘲ソ一殊翔ウ

6ム
イソバヤ

Oウ ラリンカ

Oウ ラリンカ Эディナ

Эフィリモンュキ )ソ モ

Эカラタウ〕



Ｐ 『 ト

モ
ン
ゴ
リ
ア
ソ
連
邦
領
中
央
ア
ジ
ア

ザ
バ
イ
カ
リ
エ

ア
ム
ー
ル
河
流
域
,沿
海
川

エ
ニ
セ
イ
河
流
域
ァ
ン
ガ
ラ
川
上
流
域

レ
ナ
河
上
流
域

が

里曳
≦
)覇

れ
,3
0,
00
0

YB
P

糸
,8
0,
00
0 YB
P

鬱 ・６．

ア
ル
タ
イ

1.
2マ
ー
ラ
ヤ
,ス
ィ
ヤ
遺
跡

3～
6カ
ラ
 
ボ
ム
逢
跡

7ス
ト
ラ
シ
ュ
ナ
ヤ
洞
窟

8～
12
ウ
ス
チ
・
カ
ン
洞
窟

13
～
17
ウ
ラ
リ
ン
カ
遺
跡

エ
ニ
セ
イ
河
流
域

18
～
20
ド
ブ
グ
ラ
ス
ク
岩
蔭

ア
ン
ガ
ラ
,1
ド
荒
域
、
レ
ナ
河
上
流
域

21
22
イ
ゲ
チ
ェ
イ
ス
キ
 
ロ
ク
造
跡

23
マ
カ
ロ
ボ
Ⅱ
遺
跡

24
～
26
ア
ン
ガ
ラ
川
高
位
段
丘
追
跡
群

ザ
バ
イ
カ
リ
エ

27
～
29
ツ
ハ
チ
ノ
4追
跡

30
,3
1 
ト
ル
バ
ー
ガ
追
跡

32
～
34
ワ
ル
ワ
リ
ナ
山
遺
跡

レ
ナ
河
中
下
流
域
、
ア
ル
ダ
ン
チ
ド
荒
域

35
～
37
エ
ブ
ャ
ン
ツ
ィ
遺
跡

ア
イ
ー
ル
河
中
下
流
域
、
沿
海
州

38
地
理
学
協
会
洞
窟

39
～
41
オ
ン
ノ
フ
カ
達
跡

42
,4
3タ
ン
ボ
フ
カ
進
跡

44
～
46
ア
ド
 
ト
ィ
モ
ノ
ボ
追
跡

47
ヴ
ォ
ゴ
ロ
ツ
コ
エ
遺
跡

48
ウ
ス
チ
・
ト
ゥ
遺
跡

49
ク
マ
ラ
I連
跡

50
フ
ィ
リ
モ
シ
ュ
キ
追
跡

モ
ン
ゴ
リ
ア

51
～
55
モ
イ
ル
テ
ィ
ン
 
ア
ム
追
跡

56
,5
7ド
ゥ
ノ
 
ゴ
ビ
追
跡

58
ヤ
ル
フ
追
跡

59
,6
0サ
イ
ン
 
シ
ャ
ン
ド
違
跡

ソ
連
邦
中
央
ア
ブ
ア

61
～
63
テ
ン
ク
 
タ
シ
ュ
遺
跡

64
～
66
ラ
フ
テ
ィ
遺
跡

67
～
69
カ
ラ
タ
ウ
逢
跡

躙
l

Ⅷ

図
75
 
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
と
周
辺
地
域
の
主
な
前
期
旧
石
器

Fi
g。
75
 R
ep
re
se
nt
at
�
e 
LO
we
r 
Pa
le
ol
it
hc
 
�
du
st
ri
es
 i
n 
Si
be
ri
a 
an
d 
Fa
r 
Ea
st



引用・参考文献

1.Z.A.ア ブラモワ ハカシヤのムステリアン、 ドブグラスカ洞窟

3.A.rA5p― Ba. !、βThepccrlt rpoT肺 朧 3Кa B Xaxa― : 呻 猟MTOLHCje cooDIIeH14te. T帥

198■ 絆■65。 c.74-78.

2.Z.A.ア ブラモワ ソ連邦アジア地区の前期旧石器 7所収
3.A.A5pa■ oBa. PaHИ Й HaJIemm AgttaTcК oЙ ЧacTИ 00CP. HaJIe― T CCCP, 1984 a, c. 135-159 f14oCKBa.

3.Z.A.ア ブラモワ ソ連邦アジア地区の後期旧石器
3.A.AopaMoDa. Eo3「 TMe HaJI― A3ИaTCКoЙ HacM CCCP, HaJI― T CCCP。 19845, C。 302-346 vttBa.

4.Z.A.ア ブラモワ ハカシヤのムステリアン洞窟

3.A.A5panBa.「υCTらepcКИЙ rpoT a XるКactI. T蝕  ■986 1P181. c.92-96.

5,M.P,ア クショーノフ M.V.シ ュニコフ レナ河下流域の旧石器におけるマカロヴォⅢ遺跡の編年的位置

M.HoAkceHoB, M.B. 
―
koB. B08paCT И

―
o ttH田 猛】raKapOB。 ,■ B HaJIc― Te B蝉 壺

ЛёttЫ o HaJIe―TИ 卜Ю30 「Tr l"a CИ 6ИpИ ′ C60pHEK Ha4- Tp71oB・  19F12, c.■98-126。 cKyTcК
.

6.N.K.ア ニシュートキン S,N.アスタホフ アルタイ最古の追跡に関する問題によせて

HoК .的 KXH, C.HoAcT抑 . K BoHpq o rpeBHQぬ 』覆〔 HaltaTHmax A4TaA. CИ∞
う Ir ee

CocqДtt B peBHocTИ ′ heBHЯ Я CИ 6Иpら ′ ョ田Π。3, 1970, c,27-33. HoaocЙ
6ИpcК .

7.P,I.ボ リスコフスキー編集 ソビエト連邦の旧石器
Π.И .BcpxqtclBclm:―e― eHtt puaxTop. HaJIettT CCCP. 1984′ 小4ocKBa.

8 R.S,ワ シーリエフスキー 耳ヒアジアと,L7メ リカの石器イングストリー中に見られるルバロワ技法伝統

P.C.Bac―eB― .JIe3-a9駆 e卿 叩 B КanH斑Ⅸ ИwCTp― CeBeoHolI A9距 И CeBфH誠

角照挙駆 HИ .Hou・ IemetlcTmeHo― И paH撒 凱 (画鋭 1(翠0お Ю
―
叩 お や CBJIW Aam И AI弾 .

1983, c.27-36, HoB-5ccK.

9.R,S.ワ シーリェフスキー、VVヴォルコフ ソビエト・モン〕レ歴史文化調査隊の者干の調査結果

P.C.Ba― eBcКn4, B.B。 中 . HeKOTOptte ИTow pa5oT CoBeTc観 艤 ゆ CКOЙ ZcToDItK"

KynLrypHOЙ ЭКcHqД♂ЦμИ・ heBHИ e KybTypI IIO― EI。  1985,c.6-12′  HoBoCИ5ИpcK.

10,V.A.ゴー
'″

ミフ サハリン島への最初の移住問題によせて

B.A.「 ow6eB.K Bonpq o HepBoHaHavlbЮ 電 3aCOeWИ ― poBa Caxa― H.I03F― eltcFceHOme

И paHHero■OeHome ―
Typ―  CBЯ BИ A9nt И 弾 ・ 1983′ c.4■

-49, Ho□ oCИ67●cK.

11.A.P.デ ェレビャンコ極東と朝鮮の旧石器

A,■ ,AepeBjHHKo. Ik湧 枷 T ttHerO B― oKa И K蝉 . 1983′  HoBocm60CK.

12.A.A.ラ ザレンコ、S.A.ラーノフ カラタウ1 中央アジア、レス中の最古の旧石器遺跡
A.A.」Ia9apemto, C.A.PaHoB。  

“

餡paray l― meB激創れヮ髄 Hane― ― eclcu HarvETttЖ  B JI― aX

CpqДFeЙ A3E4Z. コК盟電Π ■977 確47, c。 45-57.

13.VoE.ラリチェフ オし、内陸、東アジアの旧石器、第1部 アジアと人類発生の問題 (概念の変遷と研究の歴史)

B.E.JIapneB. Hax― T CeBepHc2ァ HempabHok И B― Oud A3nT′  HaCTL l, 騨
И 呻 博

pq口

“

Ha vdoBeKa (ン鯰TopИЯ 4eE4 И ИCCЛttaHИ Я )HoBOCr6cCK.

14.V.B.ラリチェフ 東アジア地域でのハンドアックスの発見と下部旧石器の地域文化の諸問題

BoEohpneBo O― e py5m Ha TeppzTcpm BoCT― OFI A9m И 中 ω n JIOKanLLDt― Typ rDKH― )

ΠaЛeo開ИTa. Hpo64Qm apxewonM EBpa3И И И CeBcHoЙ 弾 ・ ■977, C.22-34, MoCК Ba.

15.V,P.リ ュービン、カフカスの前期旧石器  7所収

B,Π .Jlo6xH. PaHzЙ  HayI― xT KaBК aga. TIaJIe― T CCCP, 1984′ c.45-93, MocК Ba.



16.G,N。 マチューヒン ウラルとシベリアヘの最初の移住に関する若干の問題

「
.H.ド底躙》璽H. HeК― Dle BoHpocЫ HepBOHaЧaЛЬ

HoF0  3aCeЛ eHИえ ypaTIa И CИ6ИpИ . КcИA le157′  c.36-43.

17 G.I.メ ドヴェジェフ南シベ1,ア高原の旧石器時代住民と北アメリカの古代文化

r.И .IIouleB.HanenI― eclcZe o64TaTerIII Iora CX5oCKClrO rncx」 КcJ「叫 Я И ttBHFe KynTym

CeDepHOE AMoMKII・  H03/WerVIettcTclleHome И paHHe― oHeHome ttTッ ゃぷЮ CBЯ aИ A3ИИ И

Avepmm. 1983, c.36-41, HoBoCИ 6軍pcК .

18.V.M.ム ラトフ、N.D.オ ヴォドフ、V.A.パヌィチェコ、SoA.サファロワ ハカシヤの旧石器追跡

マーラヤ・スイヤの全体的特徴

B,41.IIypaToB′  H.Д oODOF10B′  B.A.Π aHmeB, C.A.CaoapOBa. 06waH xapaKTep4_К a H蜘
句PH鄭 誠

CTOЯHK14 ⅢlalaE CЫ Я B XaKaoM o Apxeo■ orTIE CeDepHOlt A3И И. 1982, c.33-48, HoBocИ 50CК .

19.A.P.オ クラドニコフ 古代のシベ',ア シベリア史第 1巻

A,Π oOm― HoB. ppeBHЯЯ cИ 6ИpИ , ИCraI12 Cx6zpz:T① l ΠepBさ滋 . 生968′ JleMHrpaД .

20。 A.P.オクラドニコフ ウラリンカーシベリア最古の追跡
A,■ .蜘 4.u4KOB, yttHKa…

「
peBHeHa」I卵 ― ecKn i孤 環TttK働 6型 。 1■仏 lP185, 1972,

IIaJIe― T И HoIET 00CP VII,c.7-19,

21.A,P,オ クラドニコフ ソビエト極東への最初の人種移住問題についてと/シ ロヽフスク州ウリチ地区ボ如 ツコエ村内
のアシューリアン・ハンドアックスの発見
A.Π .Om― koB. K BOHpq O HepBoHaЧ aЛЬHcM 9aceЛtt HoOIleKa COBeTcК oro r10HerO

B― oК a И HaxOTka中 心CKOrO py6ma B paЙ oHe c. Bo嘲 郎 Кo「o滉 ЧcKOFO ttOHa

Xa6apOBcxo「 o HpaЯ . heBHИe КyДbTyp C予 16И pИ И T,IxcoKeaHCKOr0 5acceЙ Ha. 1979′ c.6-20′

HcjBocr50cК .

22.A.P.オクラドニコフ、I.I.キリルロフ 石器時代と初期青銅器時代の南東ウ イヾカリエ

A,■,Om_KOD′  И.И .くИpИЛЛoD. !荘 BocTclHHoe 3a5aЙ КanLe B ЭHoxy Кawtt И paHHeЙ  5pOH3bI.

1980, HoBoc450cК .

23.A.P.オ クラドニコフ 内陸アジアの旧石器

A.■ ,Om― KOB. naII― TI℃ H・panLHOFI A3Ш 。 生981, HoB-6FpcК .

24.A.P.オ クラドニコフ シベリア史の起源 (今 日の考古学)
A.■ .OmaHmIItoB.y ttTOKOB ИCr∞噸 働 64pF(Apx_OwЯ  ce「orrIX).TAOAH 1982牌 1,c.82-96.

25.A.P,オ クラドニコフ新しい石汗究から見たモンゴリアの旧石器

A.Π .中 КOB・ ΠaЛeoЛИT JIOH―  B CBeTe H。ョ難 И― Cr10BaHИЙ. Πo9rrI― eЙ cToЦeHome

И paHHe― meHOBIe КyЛLTypHble CBЯ 9И A9ぬ l И ArpeKM. 1983a, c.8-21, HoBocz60cК
.

26.A,P.オ クラドニコフ ゴールヌイアルタイの旧石器遺跡カラ。ボム                     :

A.Π .蜘 聰 kOB・ HaJIeωTFlecKtt cTOAHKa ltpa― 取夢4B「 Op脚働ほAЛTae Πo Ⅳ回TttaJIaM pacKOHOk

1980 ola. HaJIe― T CИ 5ИpИ 。 1983, c.5-20, HoBocM6″ 騨Ж .

27.A.P.オ クラドニコフ モンゴi'アの旧石器
A.■ .OКЛarrMKOB. Han― Tさ IoH「

―
. 1986′  HoBocz54pcК .

28. A.P.オ クラドニコフ、V.M.ムラトフ、N.D.オヴォドフ、EoO.フリデンベルク ストラシュナヤ1同穴・アルタイ十日石

器の新遺跡

A.■ .OttaHMKOFl′  B.T4.ItypaToB, H.Д .OBO10B, 9,0・ OpttH6epr. Π釦 ∞ aC即 甑 ― H蜘

HaⅣ匠THИK ΠaЛeOЛИTa AЛTaЯ . 卜IaTepHaJlhI Πo apx― oru CИ 5zpz И コЯЛЬHerO BOCToka. 1973,

c,3-54, HoB― ゆゅcK.

星



「

―

―

「
29.A.P,オ クラドニコフ N.D.オ ヴォトフ アルタイ、デェニソノ`ヤ洞窟の旧石器遺跡

A.■ .OR取平TИКOB′ H・ 風.OBOHoD. ΠaJIoMInecKaE CT02Hka B HeWCOB鋭 互釣HCゃe Ha ttTae.

1979, A0 1978, c.266… 268,

30 G.A.ポスペロワ ZoN.グニビジェンコ AoP.オ クラドニコフ 古地磁気のデータによるウラリンカ追跡の年代に

について

「
.A.H― moBa, 3.H.FM64emto, A.Π .OК鷹即叩,麒 OB・ O Bo9pacTe nocOewぇ yJHavIIIta Ho

Ha■ecarHIITmvI ДaHttЫM. Apxeclo― eclcM HoEC( CeBepHュ Я A9ИЯ. 1980′  c,3-15. HoBccl16Иp℃К .

31,N.D.プラスロフ ロシア平原とクリミアの前期旧石器 7所収

■.Д.HpamoB. PaHHИЙ HaIIecHm PyccК oЙ paBHИ ttЫ И Kpa. IIane―T 00CP. ■984, c.94-134.l・ IocKBa.

32.S,1.ル デーンコ ウスチ・カン洞窟旧石器遺跡
C.И oPyAeHKO. ycTЬ_KaHcKaЯ HCH■epHaA HaЛeottИTИЧeCК aЯ cToЯ HKao MIA 牌79, 1960, c.104-125.

33.SoM.ツ ェイトリン、北アジア旧石器時代の地質

CoM.IゃЙT」IEH. 〕3amo▼阻Я Hane― Ta CeBepHOЙ  ABИИ. 1979, HoBocz5oCk.

34.M.V。 ジュニコフ、アルタイのムステリアン遺跡に関する問題によせて

M.B.呻 КOB. К Bonpa o「 IycrЬ弾 区 田如Ⅲ
・
麒 ax AxT甑 . HaJI― T CИ卿 。 19f13′ c.31-33

HoB朝 ∽ CK.

35 F. BOrdes 1961 Typologie du palaeolithic ancien et moyen. Cahiers du Quaternaire 生。

36F. Bordes 1968 The Old Stone Age. VヽOrld University Library.

37.C.S Chard 1974 Northeast Asia in PrehistOr)

38.」 .Desllond Clark 1983 The Signhcance of Culture Change in the Early Later Pleistocene in Northern

and Southern A frical in The Mousterian Legacyi ed.by Eric Trinkaus,B.A.R.htemationtt series

164,pp.112

撤 G.L.Isaac 1984 The ArchaeO10gy Of Human Originsi Studies of the Lower PleistOcene in East

Africa 1971-生 984. Advances in報、rld ArchaeolOgy V。 1. 3:1-87

40.H.L.Movius 1948 The LOwer Palaeolithic Cultures of Souhern and Eastorn Asia.

Transactions of the Americm Phi10sOphical Socieけ ,no s.38(4)1329420

4生.1978 Southem and Eastern Asia:COnchsiOns.Early palacolithc in Stjuth and East Asia:351-355

42,VA. RanOv,R.S,Da� s 1979 Toward a New Outline Of the SOviet Central Asian Pale。 lithic Current

AnthrOpOlogyミミ1. 20,No 21249-270

43.N.TOth 1985 The OldOwan Ressessed:A Close LOok at Earlb・ StOne Artitacts.

Journa1 0f ttchaeOloglcal  Science Vol. 12,: 101-生 20

44金元龍 蜜茂蔵 鄭水和 1981 F韓 図書石器文化研究』 韓國精神文化研究院

注l ArchacO10gica卜 PalaeOntO10gical depojtott Of NOrth― East Asia 1984 恥htsk.

注2実見した東北大学理学部地質学教室 中川久夫先生のご教示による。

L




